
忌
を
記
念
す
る
此
上
な
き
勢
作
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
菊
判
一

二
三
七
頁
、
東
鵜
寺
獲
行
、
非
費
口
㎜
）
〔
藤
〕

餌
飼
曜
蜘
明
恵
上
入

村
上
素
道
編
著

　
鎌
倉
時
代
、
法
然
、
親
鷹
、
榮
西
等
の
諸
高
僧
が
勘
現
し
た
際

に
、
万
慮
の
明
星
¶
こ
し
て
一
方
面
光
輝
を
放
っ
て
る
た
も
の
は
明

恵
上
人
で
あ
っ
た
。
本
書
は
上
領
が
流
離
困
厄
の
中
に
在
り
乍
ら

毅
然
－
こ
し
て
聖
道
の
復
興
の
慰
め
に
起
ち
、
魔
窟
の
正
法
を
末
世

に
實
行
せ
ん
ε
努
力
し
た
生
涯
の
行
蹟
を
詳
叙
し
た
も
の
で
、
著

者
が
膵
櫓
で
あ
．
り
乍
ら
上
澄
を
景
慕
す
る
駆
り
、
藩
論
の
史
料
を

討
ね
て
之
を
薯
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
初
め
に
回

診
年
譜
を
記
し
、
次
に
逸
事
、
法
語
、
交
遊
、
餓
課
を
蓮
べ
、
附

録
－
こ
し
て
系
譜
、
上
入
著
作
目
録
、
日
用
清
規
，
高
由
寺
置
文
等

を
載
せ
て
あ
っ
て
、
上
人
の
杢
象
を
明
に
せ
ん
ご
努
め
て
あ
る
。

明
年
は
上
人
の
七
百
回
蓮
忌
に
相
還
る
が
、
此
の
際
に
本
書
が
出

で
Σ
此
の
高
僧
の
清
高
な
る
連
騰
を
世
に
憾
へ
る
の
は
誠
に
悦
ば

し
い
事
で
馬
前
に
感
動
を
與
へ
る
こ
ε
が
鮮
少
で
な
か
ら
う
。
囁

（
菊
判
三
四
〇
頁
、
栂
尾
高
由
思
置
行
、
儂
参
圓
）
〔
松
野
〕

　
　
　
紹
　
　
　
、
介

囎
誰
建
武
年
中
行
事
註
解

和
田
英
松
著

　
建
武
年
中
行
事
は
後
醍
醐
天
皇
の
御
撰
、
順
徳
院
の
禁
秘
御
抄

ε
共
に
有
職
故
實
の
研
究
に
最
も
重
要
な
る
典
録
を
な
す
も
の
な

る
こ
ε
は
後
水
尾
天
皇
が
御
者
を
な
ら
べ
あ
け
て
建
に
末
の
世
の

魑
鑑
な
り
ざ
た
・
へ
給
う
た
御
言
葉
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
ε
が
出

來
る
。
然
る
に
禁
秘
御
抄
に
は
古
來
動
転
の
註
繹
書
が
あ
る
に
反

し
、
建
武
年
中
行
事
は
窺
ひ
見
る
べ
き
も
の
少
く
僅
に
谷
村
盛
儀

の
略
解
が
あ
る
の
み
、
そ
れ
も
文
字
麺
り
の
略
解
で
あ
り
、
且
つ

本
文
に
も
亦
誤
腕
が
著
く
な
い
。
本
書
は
か
く
の
如
き
鋏
を
補
は

ん
が
爲
に
著
書
が
嘗
て
群
書
類
説
本
を
原
ε
し
諸
本
を
以
て
封
校

す
る
一
こ
共
に
、
そ
の
全
文
に
就
い
て
詳
細
な
註
解
を
加
へ
て
公
刊

さ
れ
た
も
の
蕊
暦
訂
再
刊
で
あ
る
。
別
に
附
録
ε
し
て
同
じ
く
後

醍
醐
帝
の
御
撰
た
る
日
中
行
事
に
就
い
て
大
石
千
引
の
略
解
を

校
定
し
附
載
し
て
み
る
。
著
者
は
か
く
の
如
き
仕
事
に
最
適
の
人

現
實
の
種
々
な
る
事
梼
に
籐
儀
な
く
さ
勉
て
古
典
の
教
養
に
貧
し

か
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
下
の
學
徒
に
稗
謝
す
る
所
が
少
く
な
い
。

殊
に
そ
の
縄
目
に
附
せ
ら
れ
九
る
詳
細
な
る
索
引
は
、
本
文
中
に

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
三
號
　
　
四
五
七
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紹
　
　
　
介

挿
入
さ
れ
た
幾
多
の
糟
團
、
こ
共
に
利
用
如
何
に
よ
っ
て
蕾
に
本
交

の
理
解
を
輔
け
る
の
み
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
（
菊
判
三
一
九
頁
、

定
便
二
、
八
○
、
東
京
明
治
書
院
）

趣
名
家
尺
燈

渡
邊
得
次
郎
編

　
編
者
渡
、
邊
得
次
郎
氏
は
大
阪
に
於
い
て
勤
王
家
遣
墨
の
蒐
集
家

ε
し
て
聞
え
た
る
人
、
今
回
其
の
襲
戴
に
か
・
る
多
撒
の
名
家
尺

膿
の
中
、
稻
々
史
料
に
資
す
べ
き
も
の
ε
筆
蹟
鑑
賞
に
値
す
る
も

の
ミ
を
鐸
ん
で
時
を
定
め
す
逐
次
刊
行
を
企
て
ら
れ
た
が
、
本
書

は
そ
の
第
一
輯
で
あ
る
。
牧
む
る
ミ
こ
ろ
笥
明
治
仕
八
年
五
月
壮

二
日
、
璽
灘
受
授
の
こ
ミ
に
黙
し
て
大
藏
大
臣
松
方
正
義
に
宛
て

た
る
伊
藤
博
文
の
書
歌
以
下
十
通
、
必
ず
し
も
時
代
の
新
序
、
事

件
の
種
類
等
に
依
っ
て
類
燐
し
な
い
。
蓋
し
そ
の
方
針
が
勤
王
志

士
碩
墨
鵬
儒
等
の
欝
然
ミ
し
て
叢
出
し
た
時
代
に
於
い
で
主
ε
し

て
忠
枕
を
披
渥
せ
る
文
字
を
揮
録
し
、
以
て
赴
會
風
教
に
賛
す
る

あ
ら
し
め
よ
う
ミ
す
る
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
侮
通
必
す
そ
の
繹

文
芝
解
説
S
を
附
し
、
別
に
巻
末
に
金
子
堅
太
郎
、
本
多
辰
次
郎

藤
井
甚
太
郎
、
中
村
徳
五
郎
等
諸
氏
の
説
話
、
史
論
を
載
せ
て
其

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
四
五
八

等
の
理
解
を
助
け
て
み
る
。
就
中
藤
井
輝
太
郎
氏
の
「
維
新
史
料

ミ
し
て
の
尺
糠
」
な
る
一
遇
は
本
書
刊
行
の
麿
す
る
意
義
を
も
明

に
す
る
も
の
ε
い
へ
る
。
第
二
輯
以
下
間
々
刊
行
せ
ら
れ
ん
こ
ε

を
望
む
。
（
美
濃
判
和
装
、
非
費
品
Y

　
　
　
醗
蛾
大
日
本
御
歴
代
皇
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
本
皇
紀
刊
行
會
編

　
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
三
浦
博
士
の
序
文
は
本
書
の
内
容
性
質
意

義
等
を
蓮
べ
て
最
も
要
を
得
て
み
る
ε
思
は
れ
る
が
故
に
轄
載
し

て
以
て
紹
介
に
代
へ
る
。
「
大
日
本
御
歴
代
皇
紀
は
國
民
ミ
し
て
知

．
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
閣
史
の
智
識
を
最
も
簡
捷
に
習
得
せ
し
め
ん

ミ
す
る
意
圖
の
下
に
成
り
、
其
内
容
は
皇
訊
の
天
壌
無
窮
の
憩
勅

を
始
め
國
民
の
魑
鑑
ミ
し
て
日
常
反
復
服
膚
す
べ
き
も
の
に
あ
ら

ざ
る
は
な
し
。
就
中
御
歴
代
要
記
は
其
根
幹
を
な
す
も
の
に
し
て

歴
朝
の
圭
風
な
る
事
實
を
年
次
を
蓬
う
て
列
拝
し
、
朝
鮮
支
那
西

洋
の
紀
年
を
其
下
に
現
は
し
て
謝
照
に
便
せ
る
一
種
の
年
表
な
る

毛
上
欄
に
天
皇
の
降
誕
、
仁
熊
、
邸
位
、
譲
位
、
崩
御
の
年
月
、

山
陵
の
所
在
、
皇
后
、
皇
子
、
皇
女
等
の
御
名
を
大
書
し
て
讃
者

（i16）



を
し
て
先
づ
當
代
の
天
皇
に
擬
す
る
印
象
を
深
か
ら
し
む
る
が
如

き
他
の
類
似
書
に
槻
ざ
る
編
者
の
用
意
の
存
す
る
も
の
あ
り
。
思

ふ
に
古
來
我
國
民
牲
の
間
に
新
奇
を
逐
う
て
過
去
を
顯
み
ざ
る
習

性
あ
る
は
古
語
捨
遺
の
覇
者
を
し
て
書
契
あ
り
て
よ
り
以
着
古
へ

を
談
ず
る
こ
こ
を
好
ま
す
浮
華
競
ひ
興
の
て
逡
っ
て
蔭
老
を
瞳
る

囑
し
い
は
し
め
た
り
、
而
か
も
よ
く
國
艦
“
二
軸
耕
へ
墾
國
一
致
外
∵
敵
に

當
り
て
國
基
の
安
泰
を
保
ち
得
た
り
し
所
以
の
も
の
は
姦
物
の
大

多
数
が
七
軒
の
愛
翫
よ
り
國
史
の
精
華
に
つ
き
て
正
確
な
る
概
念

を
有
せ
し
に
由
る
も
の
に
し
て
，
其
知
識
の
源
泉
は
實
に
細
石
一

部
の
年
代
記
に
仰
け
る
の
み
、
年
代
記
の
習
得
は
決
し
て
輕
競
す

べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
今
や
昭
和
の
聖
代
に
當
り
國
民
は
も
ミ

よ
り
年
表
的
智
識
を
以
て
甘
ん
ず
べ
か
ら
す
、
故
に
本
書
は
御
歴

代
要
記
の
記
事
を
精
選
し
て
内
容
の
充
實
を
期
す
る
一
こ
共
に
、
憲

法
皇
室
典
範
皇
室
今
其
他
の
國
昆
必
須
の
桜
蒸
を
慰
撫
し
て
時
代

に
順
慮
せ
ん
こ
ミ
を
圏
れ
り
、
斯
く
し
て
成
れ
る
本
書
は
現
代
國

民
の
國
史
に
關
す
る
知
織
の
最
少
限
度
な
り
。
國
民
に
し
て
若
し

穏
常
少
閑
を
割
き
て
本
書
の
記
事
に
寓
目
せ
ん
か
、
其
思
想
行
動

に
於
て
庶
幾
く
は
些
の
慧
憾
な
き
を
得
ぺ
け
ん
、
而
し
て
本
書
の

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

編
者
も
亦
將
來
其
版
を
重
ぬ
る
侮
に
長
与
修
正
を
加
へ
て
眞
に
侮

戸
に
備
ふ
べ
き
國
叢
雲
讃
の
賓
庫
た
ら
ん
こ
ε
を
期
せ
ざ
る
べ
か

ら
す
。
L
云
々
。
装
頂
頗
る
華
美
で
あ
る
。
（
四
六
倍
剃
八
六
八
頁
、
、

定
債
二
五
、
○
○
、
東
京
大
日
本
皇
紀
刊
行
會
）
〔
以
上
柴
田
〕

鯉
森
田
節
齋
ご
姫
路

武
岡
豊
太
講
述

　
本
書
は
憐
情
が
萬
延
元
年
姫
路
に
赴
き
約
五
十
日
間
滞
在
し
て

藩
校
に
調
て
講
義
を
労
し
た
が
、
其
間
氣
飾
文
章
を
以
て
意
趣
を

鼓
舞
し
延
い
て
明
治
維
新
に
遇
し
大
な
る
貢
獣
を
罪
し
た
事
を
蓮

べ
た
も
の
で
、
去
る
大
正
十
五
年
、
忍
者
が
兵
康
縣
立
姫
路
高
等

女
心
校
に
於
て
講
演
さ
れ
た
際
の
遽
記
録
を
訂
補
し
た
も
の
に
，

史
料
の
一
部
を
添
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
研
究
前
後
約
三
＋

年
に
渉
つ
た
由
で
あ
る
が
、
其
の
熱
心
の
程
眞
に
敬
服
に
堪
へ
な

い
。
維
新
史
研
究
者
の
参
考
ぐ
」
す
べ
き
書
物
で
あ
る
。
（
菊
判
＝

六
頁
、
置
戸
市
武
閲
豊
太
早
行
、
非
費
品
）

　
　
㊧
茶
　
　
　
道
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
龍
雄
著

茶
事
は
古
來
遊
戯
ミ
し
て
取
扱
は
泡
、
而
も
奢
修
的
亡
國
的
な

　
　
　
　
　
第
十
五
答
　
第
三
號
　
　
四
五
九

（　II7．）


